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”強さの秘訣は学校⽣活にあり” ”ひと”シリ－ズ
⻄中ハンドボ－ル部を全国制覇に導く、尾⽯先⽣

このたび昨年の全国中学ハンドボール大会
女子覇者、そして本年も、都大会で優勝し
全国ハンドボール大会に出場が決定している
市⽴⻄中学校ハンドボール部監督の尾⽯
先生にいろいろとお話を伺いました。

当⽇は練習中にもかかわらず快くよく取材
に応じてくださいました。

市⺠レポ－タ－ のり 

全国から優秀な選⼿を集めることが
できる私⽴の中学校と違い、市⽴⻄
中は公⽴の中学校。

その公⽴の中学校がなぜこれほどま
での強いチームに成⻑したのか？

その辺りをぜひ聞きたいと思いきや、
早速⽬に⾶び込んできたのが、先生
が体育館に登場する前だというのに
既に始まっている練習です。なんと男
女が混じっています。

しばらくして尾⽯先生が、体育館に
到着されたので、そのことを聞いてみる
と、「ハンドボールは中学校では男女
同じものを使うからできるんですよ」と
のお答えが返ってきました。

男女のどちらのチームも指導されて
いるため、男女が混じるのは普段の
光景のようです。

その後、尾⽯先生の号令で生徒達
が全員集合です。

本⽇取材することの趣旨を説明し、
挨拶をさせていただきました。

そして再び練習開始。今度は男女
別々です。

伝統の強豪校ということで、もっとハ
ードな練習そして⾶び交う厳しい先
生の声などを想像していたのですが、
生徒達は伸び伸びと楽しそうに練習
をしています。

その感想を先生に伝えると、「よくそ
う⾔われるんです」と爽やかな笑顔。

しかしさすが強豪校、楽しそうな表
情ですがその動きは⽌まることはなく、
1年生から3年生がてきぱきとそれぞ
れのポジションで動いています。

3年生は卒業ぎりぎりまで練習に参
加するそう。

⾼校生や大学生のOB・OGもしば
しば練習に参加してくれるそうで、この
⽇も教員志望の大学生や国体メン
バーの⾼校生などが来ていました。

東久留⽶市には東久留⽶ハンドボ
ールクラブという⼩学生が所属するハ
ンドボールクラブがあり、そちらの指導
にも関わっていらっしゃる尾⽯先生。

⻄中ハンドボール女子部では、ハン
ドボール経験者と未経験者の⽐率は
半々ぐらいだとのこと。しかも経験者が
必ずしもメイン選⼿になるとは限らな
いそうです。

では、なぜそんなに強いのかとますま
す謎は深まるばかり。

すると尾⽯先生は、「普段の中学
校での生活が大事なんですよ」とはっ
きり。

「ハンドボールの技術だけ鍛えても
強くはならない。

何よりも学校生活です。学校生活
が基本です」と。

「教え子の中に教員になりたいと⾔
ってくれる生徒がいる」と嬉しそうにお
話になる尾⽯先生。

「普段の生活ができていないと部活
はやらせないといつも生徒に伝えてい
ます。

勝つことは⽬標であって⽬的ではな
い」と先生の⾔葉は続きます。

学校では技術科担当ということで全
学年の生徒を教えられています。

⼀貫したその姿勢に地域の⽅々の
理解や協⼒も得られ、先生と保護者
との連携もうまくいっているようです。

生活の上で怠け⼼が生まれると、そ
れはコートの上でも現れる。

⽂武両道の上に⼈間性の向上、ハ
ンドボール技術の進歩があるということ
なのでしょう。

先輩達が作り上げたその環境を、
後輩達がつなげていく毎⽇。

ハンドボールの伝統校として重みを
モチベーションにして、ますます前進し
ていって欲しいと思いました。

ヨーロッパでは室内競技の中で観客
動員数がナンバー１で大変⼈気があ
るスポーツのハンドボールだそうです。

⼩柄な⼈、俊敏な⼈、背の⾼い
⼈、判断⼒が優れている⼈など、それ
ぞれの個性を生かせるポジションがあ
るのがハンドボールの魅⼒とのこと。

ご⾃⾝は、中２のときにサッカーから
転⾝し、その魅⼒に引きつけられこれ
まで送って来られたハンドボール⼈生
です。

これからも生徒達といっしょに進化
をしつづけ輝いていって欲しいです。

ハンドボール⼈気も⾼まっていくとよ
いなと思いました。

指先には両⾯テ－プがしっかりと巻
かれていました。

球が滑らないように・・とのことでし
た。

試合でもＯＫなのだそうです。

尾⽯先生はじめ皆様のご協⼒、あ
りがとうございました。
写真は皆様がたのご了解を頂いてい
ます。
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